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平
成
十
六
年
第
四
回
定
例
会
を
、
十
二
月
七
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。
人
事

案
件
一
件
・
条
例
案
件
七
件
・
補
正
予
算
三
件
・
そ
の
他

案
件
四
件
・
意
見
書
二
件
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。 

補
正
予
算
な
ど 

　
　
　
　
　
十
七
議
案
を
可
決 

第四回定例会 

やまがた  
議会だより 

条
例
案
件 

補
正
予
算 
人
事
案
件 

  

▲
人
権
擁
護
委
員
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と 

　
山
県
市
谷
合
一
二
七

八
番
地
一
　
臼
井
敏
雄 

   

▲
山
県
市
公
民
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 　
い
わ
桜
公
民
館
を
置
き
、

北
武
芸
公
民
館
・
谷
合

公
民
館
・
葛
原
公
民

館
・
北
山
公
民
館
を
そ

れ
ぞ
れ
い
わ
桜
公
民
館

の
分
館
と
す
る 

 

▲
山
県
市
文
化
の
里
花

咲
き
ホ
ー
ル
の
設
置
に

関
す
る
条
例 

　
山
県
市
文
化
の
里
花 

咲
き
ホ
ー
ル
の
設
置
に

伴
い
条
例
を
制
定 

 

▲
証
明
書
の
交
付
等
の

事
務
委
託
の
廃
止
に
関

す
る
協
議 

　
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
、

谷
汲
村
、
春
日
村
、
久

瀬
村
、
藤
橋
村
、
坂
内

村
が
合
併
に
よ
り
廃
止

さ
れ
る
た
め
、
事
務
委

託
を
廃
止 

 

▲
証
明
書
の
交
付
等
の

事
務
委
託
の
廃
止
に
関

す
る
協
議 

　
武
儀
郡
武
芸
川
町
、

武
儀
町
、
洞
戸
村
、
板

取
村
、
上
之
保
村
が
合

併
に
よ
り
廃
止
さ
れ
る

た
め
、
事
務
委
託
を
廃

止 
 

▲
山
県
市
と
揖
斐
川
町 

と
の
間
の
証
明
書
の
交

付
等
の
事
務
委
託
に
関

す
る
協
議 

　
揖
斐
川
町
と
証
明
書

の
交
付
等
の
事
務
委
託 

▲
岐
阜
県
市
町
村
会
館

組
合
を
組
織
す
る
市
町

村
数
の
減
少 

　
恵
那
郡
坂
下
町
、
川

上
村
、
加
子
母
村
、
付

知
町
、
福
岡
町
、
蛭
川

村
が
合
併
に
よ
り
廃
止

さ
れ
る
た
め
市
町
村
数

を
減
少 

 

▲
岐
北
衛
生
施
設
利
用

組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
同
組
合
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約 

　
合
併
に
伴
い
武
芸
川

町
・
洞
戸
村
・
板
取
村

が
脱
退
し
、
関
市
が
加

入
す
る
こ
と
に
よ
る
一 

部
改
正 

   

▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
五
号
） 

・
歳
入
歳
出
予
算
の
補

正 　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
四
千
七
百
五
十
八

万
三
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
二
億

三
千
二
百
五
十
四
万
八

千
円 

・
繰
越
明
許 

　
公
共
林
道
開
設
事

業
・
現
年
発
生
補
助
災

害
復
旧
事
業 

・
債
務
負
担
行
為
補
正 

　
山
県
市
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
補
助 

・
地
方
債
補
正 

　
現
年
発
生
補
助
災
害

復
旧
事
業 

 

▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
二
億
三
千
二
百
七

十
三
万
七
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
億
九

千
百
九
十
八
万
七
千
円 

 

▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
） 

　
業
務
の
予
定
量
、
資

本
的
支
出
の
予
定
額
を

補
正 
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そ
の
他 

 

平
成
十
六
年
第
四
回
臨
時
会
を
十
一
月
二
十

六
日
に
開
催
し
、
八
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

やまがた  
議会だより 

そ
の
他 

第
四
回
臨
時
会 

意
見
書 

  

▲
山
県
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分 

　
寒
冷
地
手
当
て
削
除

に
伴
う
一
部
改
正 

   

▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
千
八
百
八
十
六
万

二
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
百
五
十
一
億
八

千
四
百
九
十
六
万
五
千

円 ▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
百
五
十
一
万
八
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
六
億
二
千
三
百
六
十

七
万
二
千
円 

 

▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
百
十
九
万
六
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

三
億
九
千
八
百
九
十
一

万
九
千
円 

▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号 

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
百
六
万
八
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十 

二
億
三
千
二
百
八
十
四

万
七
千
円 

 

▲
平
成
十
六
年
度
山
県

市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
） 

　
収
益
的
支
出
の
予
定

額
の
補
正
・
経
費
の
金

額
の
改
正 

   

▲
高
富
中
学
校
校
舎
改

築
事
業
　
電
気
設
備
工

事
請
負
契
約 

　
校
舎
の
電
気
設
備
の

整
備 

 

▲
山
県
市
公
共
下
水
道

事
業
　
高
富
幹
線
管
渠

第
二
工
区
工
事
請
負
契

約
の
変
更 

　
高
富
幹
線
管
渠
第
二

工
区
工
事
の
施
工
延
長 

 

専
決
処
分 

補
正
予
算 

  

▲
山
県
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
変
更 

　
平
成
十
五
年
策
定
計

画
の
変
更 

 

▲
山
県
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
の
策
定 

　
平
成
十
七
年
度
か
ら

平
成
二
十
一
年
度
計
画

の
策
定 

 

▲
財
産
の
取
得 

　
岩
佐
地
区
の
デ
ジ
タ

ル
対
応
済
伝
送
路
施
設

一
式
を
山
県
市
有
線
テ

レ
ビ
施
設
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
取
得 

 

▲
市
道
路
線
の
認
定 

　
高
一
二
三
四
―
一
号

線
・
高
一
二
三
四
―
二

号
線
・
伊
八
四
一
号
線

の
認
定 

   

▲
食
品
安
全
行
政
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書 

　
食
料
が
安
心
・
安
全
・

安
定
的
に
供
給
さ
れ
る

よ
う
食
品
安
全
行
政
の

充
実
を
求
め
る 

 

▲
平
成
十
七
年
度
地
方

交
付
税
所
要
総
額
確
保

に
関
す
る
意
見
書 

　
平
成
十
七
年
度
地
方

交
付
税
の
大
幅
な
削
減

が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
所
要
総
額
が

確
実
に
確
保
さ
れ
る
よ

う
求
め
る 
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答 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す 

問 

問 

問 

ト
ン
ネ
ル
掘
削
残
土
の
処
分
は 

やまがた  
議会だより 

答 

総
務
部
長 

小森英明議員 

答 

前
年
度
の
教
訓
を
生
か
し
て
対
応 

問 

確
定
申
告
の
対
応
は 

答 

基
盤
整
備
部
長 

影山春男議員 

　 

   

　
岐
阜
美
山
線
平
井
バ
イ

パ
ス
工
事
の
ト
ン
ネ
ル
残

土
が
強
ア
ル
カ
リ
性
を
示

し
た
。
搬
出
先
の
岐
阜
市

日
野
地
内
で
川
に
流
れ
出

し
魚
が
大
量
死
し
た
。 

　
山
県
市
内
二
ヶ
所
に
仮

置
き
し
て
あ
る
二
万
　
の

利
用
方
法
と
、
武
儀
川
の

魚
に
影
響
は
な
い
か
。 

  

　
残
土
は
、
天
然
の
土
砂

で
あ
り
、
第
一
に
安
全
性
、

第
二
に
施
工
性
、
経
済
性

を
考
え
県
道
岐
阜
美
山
線

の
路
体
と
し
て
使
用
し
ま
す
。 

　
残
土
の
成
分
は
、
検
査

の
結
果
河
川
等
周
辺
の
環

境
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

盛
土
の
方
法
は
、
土
壌
汚

染
マ
ニ
ア
ル
に
基
づ
き
覆

土
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
よ

り
遮
水
を
行
い
雨
水
の
流 

入
を
防
ぐ
工
法
で
行
い
ま

す
の
で
、
ア
ル
カ
リ
成
分

等
を
含
ん
だ
水
の
流
出
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
一
流

出
し
た
と
し
て
も
周
辺
の

土
砂
に
よ
り
中
和
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
周
辺
の
水
域
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
検
査
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

     

　
平
成
十
五
年
度
確
定
申

告
相
談
に
対
す
る
不
満
が

あ
り
ま
し
た
。
高
サ
ー
ビ

ス
・
低
負
担
を
目
標
に
進

め
ら
れ
た
合
併
な
の
に
相

談
に
対
す
る
職
員
の
対
応

に
不
備
が
多
く
見
ら
れ
た

と
の
事
。
今
年
度
の
申
告

相
談
は
万
全
な
態
勢
で
対

応
出
来
る
の
か
。 

     

 

　
山
県
市
に
な
っ
て
初
め

て
の
申
告
相
談
で
あ
っ
た

た
め
、
今
ま
で
と
勝
手
が

違
い
、
受
付
に
混
乱
が
生

じ
た
こ
と
。
待
ち
時
間
の

的
確
な
案
内
が
出
来
な
か

っ
た
こ
と
。
新
規
導
入
し

た
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
に

不
慣
れ
で
有
っ
た
こ
と
等

に
よ
り
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
受
付

の
午
前
・
午
後
の
区
切
り

を
し
な
い
。
そ
の
日
に
受

付
し
た
申
告
相
談
は
、
そ

の
日
に
お
答
え
す
る
。
職

員
の
配
置
を
増
や
し
、
昼

食
時
に
お
い
て
も
対
応
す
る
。

等
の
方
法
に
よ
り
改
善
を

図
り
ま
す
。 

一般質問 

七人の議員が市政を問う。 

平成十六
年 

第四回 

定例会 
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やまがた  
議会だより 

答 

基
盤
整
備
部
長 

答 

市
民
部
長 

答 
市
民
に
有
益
な
事
業 

問 

地
籍
調
査
の
推
進
に
つ
い
て 

問 

安
心
で
き
る
国
保
制
度 

問 

自
主
防
災
組
織
の
充
実
を 

    

　
医
療
費
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
の
一
部
負

担
金
減
免
制
度
を
設
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
又
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
は

可
能
か
。 

　
保
険
証
は
、
短
期
発

行
や
資
格
証
明
書
の
発

行
で
は
な
く
、
被
保
険

者
に
無
条
件
交
付
し
、

被
保
険
者
ご
と
の
発
行

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

  

　
一
部
負
担
金
の
減
免 

制
度
の
要
綱
等
の
整
備
は
、

今
後
検
討
し
ま
す
。 

　
被
保
険
者
の
負
担
を

低
く
抑
え
る
た
め
に
、

今
年
度
の
税
率
は
前
年

度
の
税
率
を
据
え
置
い
た
。

医
療
費
に
不
足
が
生
じ

た
場
合
、
基
金
の
活
用

も
含
め
て
考
え
ま
す
。  

　
保
険
税
は
、
被
保
険

者
が
連
帯
し
て
応
分
の

負
担
を
す
る
制
度
で
あ
り
、

納
付
さ
れ
な
い
場
合
に
、

資
格
証
明
書
等
の
発
行

は
必
要
な
措
置
と
考
え

ま
す
。 

　
一
人
一
枚
の
保
険
証

の
発
行
は
、
利
便
性
を

考
慮
し
、
今
後
検
討
し

ま
す
。 

答 

国
保
制
度
の
維
持 

中田静枝議員 

問 

    

　
山
県
市
の
地
籍
調
査

事
業
の
進
捗
が
大
変
遅

く
憂
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
本
年
六
月
発

表
さ
れ
た
行
政
改
革
大

綱
の
中
で
も
地
籍
調
査

の
推
進
を
計
画
的
に
行

う
と
有
り
ま
す
が
、
十

七
年
度
予
算
か
ら
積
極

的
な
事
業
推
進
を
。 

  

　
こ
の
地
籍
調
査
は
、

個
人
個
人
が
所
有
し
て

い
る
土
地
の
境
界
が
明

確
に
な
り
、
紛
争
も
な

く
な
り
、
公
共
事
業
な

ど
が
手
早
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
土
地
の
一
筆
、

一
筆
を
そ
の
土
地
の
所

有
者
と
確
認
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

時
間
が
か
か
り
一
工
区

を
完
了
す
る
の
に
三
年

を
要
し
ま
す
。 

　
市
民
に
有
益
な
事
務

事
業
と
し
て
、
市
内
全

体
を
進
め
る
に
は
調
査

工
区
を
増
や
す
こ
と
で

す
が
、
こ
の
事
務
を
担

当
す
る
職
員
を
増
や
す

こ
と
や
予
算
の
確
保
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
内

部
で
よ
く
協
議
を
し
て
、

積
極
的
に
努
力
し
ま
す
。 

横山哲夫議員 

問 

答 

総
務
部
長 

    

　
今
年
は
、
台
風
の
上
陸

も
多
く
各
地
で
非
常
に
大

き
な
風
水
害
が
発
生
し
、

中
越
地
震
の
震
災
の
凄
ま

じ
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、

怖
さ
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

　
地
域
に
根
ざ
し
た
自
主

防
災
組
織
の
育
成
が
急
務

で
あ
り
、
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
非
常
食
等
の
備
蓄

状
況
は
ど
う
か
。 

 

 

　
自
主
防
災
会
は
、
十
二
月

現
在
で
一
五
五
自
治
会
中
一

三
八
自
治
会
で
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
全
て
の
自

治
会
で
結
成
し
て
戴
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
主

防
災
会
の
、
よ
り
活
発
な

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、

自
主
防
災
会
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、
自
主
防
災

会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の

積
極
的
な
参
加
、
或
い
は

先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
備
蓄
し
て
い
る
非

常
食
等
で
す
が
ア
ル
フ
ァ
米
、

乾
パ
ン
等
で
三
三
、
五
〇
〇
食
、

飲
料
水
八
、
六
五
〇
リ
ッ
ト
ル
、

毛
布
二
、
一
九
〇
枚
で
す
。 

答 

一
〇
〇
％
の
組
織
化
を
目
指
し
ま
す 

谷村松男議員 

問 



答 
導
入
に
向
け
て
協
議 

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
つ
い
て 

答 

消
防
長 

答 

助
役 

6
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産
業
廃
棄
物
で
あ
る
木

く
ず
を
細
か
い
チ
ッ
プ
に

し
た
も
の
が
、
伊
自
良
の

四
カ
所
に
大
量
に
堆
積
さ

れ
て
い
る
。
面
積
と
量
は

ど
れ
だ
け
か
。
そ
れ
は
、

廃
掃
法
と
農
地
法
か
ら
み

て
ど
う
評
価
さ
れ
る
の
か
。  

　
今
後
、
市
は
、
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。  

   

 

　
山
県
市
大
森
、
藤
倉
地

区
の
農
地
四
ヶ
所
一
万
五

千
　
に
、
土
壌
改
良
材
二

万
　
を
堆
積
し
て
い
ま
す
。 

　
廃
棄
物
処
理
法
上
の
不

法
投
棄
や
不
適
正
処
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

今
後
、
不
適
正
処
理
な

ど
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

県
と
と
も
に
監
視
し
て
参

り
ま
す
。 

  

ま
た
、
農
地
転
用
許
可

に
該
当
し
な
い
と
の
見
解

を
示
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
判
断
は
誤
り
で
し
た
。 

  
今
後
、
農
地
法
に
よ
る

適
切
な
指
導
に
努
め
ま
す
。 

答 

県
と
協
力
し
て
適
切
な
指
導
に
努
め
る 

問 

建
築
廃
材
・
チ
ッ
プ
の 

　
　
　
　
　
　
大
量
堆
積
問
題 

寺町知正議員 

問 

     

　
厚
生
労
働
省
が
今
年
の

七
月
一
日
か
ら
、
心
臓
が

突
然
に
停
止
し
た
人
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
救

命
す
る
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

用
を
一
般
の
人
に
も
認
め

た
こ
と
を
受
け
、
山
県
市

に
於
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
公
共
施
設
に
設
置
す

る
考
え
は
。 

    

 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
肺
停
止

状
態
に
な
っ
た
人
に
対
し

て
心
電
図
を
自
動
解
析
し
、

必
要
な
場
合
に
は
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
て
、
救
命

す
る
た
め
の
機
械
で
す
。 

　
今
後
、
市
民
の
方
々
が

多
数
利
用
さ
れ
る
施
設
を

所
管
す
る
関
係
部
と
連
絡

を
密
に
し
、
導
入
に
向
け

て
協
議
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
使
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
救

急
救
命
士
が
施
設
職
員
や

市
民
に
対
し
て
指
導
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

尾関律子議員 

問 

　
山
県
市
が
誕
生
し
て
早
い
も
の
で
二
年
近
く
に

な
り
、
市
政
及
び
議
会
が
順
調
に
航
海
出
来
て
い

る
の
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
各
地
で
合
併
協
議
会
が

破
綻
し
て
い
る
現
状
を
見

聞
き
す
る
た
び
に
、
今
更

な
が
ら
山
県
市
の
合
併
に

関
わ
ら
れ
た
方
々
に
敬
意

を
表
す
る
と
共
に
、
私
達

議
員
も
執
行
者
側
と
の
緊

張
感
を
保
ち
な
が
ら
山
県

市
発
展
の
た
め
に
努
力
し

て
行
き
ま
す
。
今
年
も
『
議

会
だ
よ
り
』
を
ご
愛
読
頂
き
、

明
る
い
山
県
市
を
皆
様
と

ご
一
緒
に
築
い
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

　
　
　

文
責
　
横
山
哲
夫 

編
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哲
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作 

田
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垣
　
邦
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